
委員会報告

長
谷
川
事
務
局
長
が
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
会
合
に
出
席

ハ
イ
デ
ラ
バ
ー
ド
で
サ
ス
テ
ー
ナ
ブ
ル・ツ
ー
リ
ズ
ム
開
発
会
議

一
般
紙
論
説
委
員
ら
に
業
界
の
現
状
を
説
明

広
報
委
員
会
、J
A
T
A
の
取
り
組
み
な
ど
に
理
解
求
め
る
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���������
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日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
の
長
谷
川

和
芳
事
務
局
長
は
4
月
12
日
と
13
日
の
両
日
、

イ
ン
ド
の
ハ
イ
デ
ラ
バ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
た
国

連
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
サ
ス

テ
ー
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
開
発
会
議
に
出
席

し
ま
し
た
。

　
同
会
議
に
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
か
ら
約
20

カ
国
・
地
域
の
１
８
０
人
が
出
席
し
、
旅
行
者

数
が
２
０
２
０
年
ま
で
年
間
平
均
３
・
８
％
増

と
予
測
さ
れ
る
な
ど
、
高
い
成
長
率
が
見
込
ま

れ
て
い
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
、
域
内
全
域

と
各
国
が
取
り
組
む
サ
ス
テ
ー
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
開
発
に
つ
い
て
、
そ
の
共
通
課
題
を
明

確
に
し
た
上
で
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
会
議
初
日
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
長
谷
川
事
務

局
長
が
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を
テ
ー
マ
に
英
語
で
講
演

を
行
い
、
特
に
、
外
国
で
は
見
ら
れ
な
い
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
の
機
能
と
東
北
震
災
復
興
の
取
り
組
み
に

お
け
る
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
報
告
し
、
講

演
の
最
後
に
は
「
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
２
０
１
３
」

に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
か
ら
の
参
加
者
と
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ

本
部
と
の
個
別
会
議
も
開
催
さ
れ
、
4
月
12
日

の
午
後
に
パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ
ト
・
ハ
イ
デ
ラ

バ
ー
ド
で
行
わ
れ
た
会
合
で
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ

本
部
の
幹
部
4
人
と
日
本
側
か
ら
の
参
加
者
7

人
が
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
と
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
の
包
括
的

協
力
関
係
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
、
具
体
的
な

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
ど
う
講
じ
る
か
な
ど
に

つ
い
て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
合
で
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
タ
レ
ブ
・
ラ

フ
ァ
イ
事
務
局
長
か
ら
、
⑴
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
・
Ｕ
Ｎ

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
広
報
委
員

会
は
4
月
15
日
、
東
京
・
霞
ヶ
関
の
尚
友
会
館

で
、
一
般
紙
の
論
説
委
員
や
編
集
委
員
、
記
者

な
ど
を
対
象
に
「
記
者
レ
ク
・
懇
談
会
」
を
開

催
し
、
一
般
紙
11
紙
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
25
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
本
部
・
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
日
本
事
務
所
の
三

者
に
よ
る
協
力
で
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
観
光
関
係
者

が
取
り
組
ん
だ
東
北
震
災
復
興
活
動
を
、
観
光

産
業
界
に
お
け
る
復
興
策
の
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
と
し
て
印
刷
物
に
ま
と
め
発
行
す
る
、

⑵
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ

Ｏ
本
部
と
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
の
間

で
包
括
的

パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協

定
を
締
結
す

る
、
と
い
う

2
点
に
つ
い

て
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
の
高
橋
敦
司
委
員
長
（
写
真
中

央
、
び
ゅ
う
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役

社
長
）
が
「
旅
行
業
界
の
現
状
と
課
題
及
び
旅

行
業
の
役
割
と
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
取
り
組
み
」
を

テ
ー
マ
に
日
本
の
旅
行
業
を
取
り
巻
く
状
況
や

グ
ロ
ー
バ
ル
な
旅
行
市
場
の
動
き
、
日
本
の
国

際
競
争
力
な
ど

を
多
面
的
に
語

り
、
「
旅
行
」

の
経
済
的
・
文

化
的
価
値
や
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
に
よ
る

政
策
提
言
な
ど

新
し
い
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま

し
た
。

仙
台・東
京・福
岡
で
新
入
社
員
研
修

旅
行
業
法
と
旅
行
業
約
款
を
正
し
く
理
解

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
研
修
・
試

験
委
員
会
は
4
月
16
日
か
ら
26
日
ま
で
、
仙

台
・
東
京
・
福
岡
で
平
成
25
年
度
新
入
社
員
基

礎
（
旅
行
業
法
・
旅
行
業
約
款
）
研
修
を
4
回

に
わ
た
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
新
人
社
員
の
研
修
は
、
旅
行
会
社
各
社
で
Ｏ

Ｊ
Ｔ
（
職
場
内
教
育
）
や
集
合
研
修
な
ど
の
形

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
旅
行
者
と
の
旅
行

契
約
の
基
本
と
な
る
旅
行
業
約
款
や
旅
行
業
者

が
遵
守
す
べ
き
旅
行
業
法
に
つ
い
て
は
、
十
分

な
研
修
を
行
え
な
い
ま
ま
現
場
に
配
属
せ
ざ
る

を
え
な
い
と
い
う
声
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
で
は
、
こ
う
し
た
実
態
も
踏
ま
え

て
、
入
社
3
年
未
満
の
社
員
を
対
象
に
、
旅
行

業
法
の
基
本
と
旅
行
者
と
の
契
約
の
基
本
と
な

る
旅
行
業
約
款
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
の
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

業界の現状を説明する髙橋委員長（中央）

インドのハイデラバードで開催された国連世界観光機関
（UNWTO）のサステーナブル・ツーリズム開発会議

UNWTO本部のラファイ事務局長と長谷川事務局長


